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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、18－19 世紀転換期の英国海軍（the Royal Navy）に対する記念・顕彰行為、海軍の国民的・文化的な
シンボルとしての意義を考察した論考である。序と結論を含めて全８章から構成され、全文英語（約 86,000 words、
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くられる媒体として、英国海軍とその英雄が決定的に重要な役割を果たした点を強調し、文化的シンボルとしての海
軍の存在を解明している。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、フランス革命・ナポレオン戦争期におけるイギリス国民意識（national identity）形成において決定的
に重要な役割を演じた英国海軍を、伝統的な軍事史・議会政治史の系譜ではなく、文化史・新たな政治文化（political 
culture）史の文脈に位置づけ直し、その歴史的意義を問う意欲的な論考である。大英図書館、スコットランド国立文
書館、英国紋章院等に所蔵の未刊マニュスクリプトや、同時代の各種新聞・雑誌、大英図書館版画部所蔵の諷刺画な
ど、参照可能な同時代の第一次史料を駆使するとともに、近年作成されたウェストミンスター選挙区の選挙結果デー
タベースも有効に活用し、海軍の政治文化史という新たな研究領域を開拓することに成功している。特に、事例研究
アプローチを採用し、顕彰（commemoration）史とロンドン大衆政治史をむすびつけて、伝統的な政治史研究では明
らかにできなかった、海洋国家英国における海軍の文化史的意義を解明し、本国史とイギリス帝国史の統合をめざし
た点は高く評価できる。 
 もとより、研究課題の設定が大きく、史料的な制約もあるために、例えばウェストミンスター選挙区での選挙にお
ける非有権者の動向や意識、首都政治と全国政治との関連性など十分に解明できていない点も残るが、それによって
本論文の価値が大きく損なわれるものではない。本論文が英語で執筆されたために、ロンドン大学教授で 18 世紀英
国史研究の権威・コーフィールド教授にも審査に加わっていただき、英語論文としても、内容と英文の両面において
英国での学位請求論文とも遜色がないことを確認した。 
 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
